
都市の中の自然と呼応する建築
江東区における公園と建築の構成関係の再考

日本工業大学大学院    森 優海

自然環境は建築設計において様々なかたちで取り扱われてきた。人工的に空間を構築する〈建築〉に
対して、人為が加わらない〈自然〉は対立する概念であるが、それ故に〈建築〉は〈自然〉との関係
によって成立しているとも言える。そこで本計画では、空間構成の視点から〈建築〉と〈自然〉との
関係の分析と考察を行い、具体的な都市環境を想定して、両者が共存する新たな空間の提案を行う。
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江東区は江戸時代から川を中心に発展してきた。元は河
川の扇状地であったが、埋め立てと同時に水路が造られ、 
運河として活用された。使われなくなった運河は、河川と
して残っているものもあるが、多くは埋め立てられ、親水
公園として生まれ変わっている。元々、運河だった公園の
形状は細長く建物や道の間に直線的に存在している。そ
の他にも清澄庭園や木場公園といった緑豊かな場所が区
内に多数存在し、東京都の中では自然豊かな街と言える。

■東京都江東区の自然環境

街の中の親水公園 直線的な形状の親水公園

■江東区における公園と街の関係・敷地の選定
江東区内の公園・親水公園とその周囲の道と建物との関係について、地図およ
び航空写真において配置関係を捉えた後、現地を訪れて境界部のつくりや、動
線の関係、公園の使われ方を調査した。その結果を整理することで公園と周囲
との関係を 12 のパターンに分類できた。

①, 河川敷 ②, 外周が道路 ③, 外周が道路と河川

④, 河川の両岸 ⑤, 道路と道路の間 ⑥, 建物と道路の間

⑦, 建物と建物の間 ⑧, 暗渠化され緑道に ⑨, 住宅と住宅の間

⑩, 途中で途切れる ⑪, 拡張し広くなる ⑫, 庭に接続
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拡張され広場に
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と連続

建物によって
公園が空間化
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建物によって
公園が空間化

途切れる

ここまでの分析に基づき、江東区内の公園に隣接した特徴的な敷地を 4つ選
定し、その場所に適した空間構成の手法を導き、建物の設計を行った。

密集する住宅が境界となって
公園は街から切り離され、外
からその存在を感じられな
い。

公園に隣接する家の植木や、
庭の緑が、公園や道路に溢れ
ている風景が多く見られた。

車通りが多く騒々しい道路側
の環境と、木々や川などの自
然豊かで静かな公園に挟まれ
た敷地。

植木、ゴミ出し、自転車が停
めてあったりと、日常的に擁
壁に対して地域の住民のふる
まいが生じていた。
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パターン⑦

パターン⑥
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1,〈建築〉が〈自然〉に依存する

瀬戸内の美しい景観を損なわないよう建物
の大半を大地の中に埋めている。山とその
稜線の下に埋まる建物が、一つの巨大な芸
術作品のような印象を与える。

作品名：地中美術館    設計：安藤忠雄

建築 地中に埋没

山の景観を崩さない

3,〈自然〉と〈建築〉が対等に空間の構成要素となる

細かく分節された建物ヴォリュームに樹木
が植えられた住宅。建築と自然を同じよう
に細分化して分散させることで両者が入り
混じった風景をつくりだしている。

作品名：House before House   設計：藤本壮介   
建築と自然が入り
交じった風景

細分化

2,〈自然〉が〈建築〉の形の根拠となる

敷地の庭に植わる木々の隙間を縫うように
建物が展開されている。枝の振れを反映す
るように建物の壁や屋根が形成されている
ため、内部の空間の形状が外部空間の木々
の形に影響を受けている。

作品名：録museum    設計：中村拓志   

建築

枝の振れを避けるような形状

居室

ピロティー

4,〈自然〉が〈建築〉の構成要素となる

森と地続きになっている一階のピロティー
は、ピロティーの高さの調整と、周辺の樹
木が一階の広場に対しての壁面のような役
割を果たすことで大きな半屋外空間として
成立している。

作品名：森のピロティー   設計：長谷川豪   
壁面のような役割
を果たす樹木

既存の傾斜に依存

中庭
中庭

5,〈建築〉が〈自然〉を再現している

敷地形状に依存して緩やかに傾斜していく
ランドスケープのような空間にいくつかの
中庭が配置されている。外と中が穏やかに
連続し、森の中や丘のといった自然の中で
体験するような空間がつくられている。

作品名：軽井沢千住博美術館   設計：西沢立衛   

内庭 = 内部空間

リビング 浴室 ( はなれ )

6,〈建築〉の中に〈自然〉を取り込む

リビングなどを納めた母屋と「はなれ」の
浴室をサッシで囲まれ、住内部空間に取り
込まれた内庭でつなぐ住宅。内庭は街との
コミュニケーション的にも、環境的にも
中間領域となる。

作品名： 月見山の住宅   設計：タトアーキテクツ   

建築が山並みを再現

7,〈建築〉が〈自然〉の風景をつくる

屋上を緑化した建築。敷地は山を切り崩し
た畑地であったが、建築によって元々あっ
た山並みを復元し、遺跡から見た弥生の
原風景を再現する。

作品名：長崎県埋蔵文化センター   
設計：黒川紀章建築都市設計事務所   

風景に沿って配置された部屋

1日を通して
移ろう光

8,〈建築〉が〈自然〉のリズムによって構成される

風景や移ろう陽光を室内に取り込むための
水平開口と傾斜に沿って雛壇状に配置され
た床によって構成される住宅。風景を要素
として配置された部屋を歩きまわり、移ろ
う光とともに移動し居場所を見つける。

作品名：風景に沿う家   設計：オンデザイン   

境界をトレース
並木

池
広場

9,〈自然〉の境界を〈建築〉によって空間化する

公園の池と樹木と広場の境界線をトレース
するように建てられた、ガラスと屋根だけ
で構成された建築。ガラスの外の環境や風
景そのものが建築の空間の構成要素となっ
ている。

作品名：Vijversburg Visitor Cebter   設計：石上純也   

建築のかたちが自然によってつくられている

自然の中でのふるまいを誘発

自然と共に風景をつくる

依存

取り込む

自然を

自然が空間の構成要素のひとつとなる

建築で自然を再現

周囲の環境 ( 山、樹木、傾斜、池など ) が建築のかたちに影響しているもの。

丘を登る、枝を避ける、朝日を浴びるなどの行為が建築の空間で生まれる。

自然環境に依存、又は参加する。

建築の内側に自然を取り込む

建近年見られる建築と自然を連続的・一体的に考えられた建築
作品について考察することで、建築が自然に依存したり、双方
が対等に扱われるような構成関係を見いだした。

建築

年月の経過

〈時間に伴う変化の有無〉

〈建物と外部空間〉

不変
葉が落ちる

傾斜

建物

建物 / 地形建物 / ランドスケープ・庭

日射

受ける

与える

与えるもの / 受けるもの

風

景色

影

内

外

建築
樹木

樹木

樹木 不変
成長

建築

建築

季節の移ろい

建築と自然は様々な視点から対立した図式として捉えられ空間化されてきた。例えば内部空間をつくる建物に対して、自然は
周辺環境、ランドスケープ、庭などの外部空間として対立的に位置づけられ、相互の配置関係が問題となる。またその外部空間
は光・風などを与え、建物はそれを受ける関係にある。それらの自然現象のほか、樹木の成長、四季の風景の移ろいといった時
間に伴って変化する自然に対して、建築は変化の少ない固定的な存在とも言える。これらのように建築 / 自然という関係は、内
/ 外、図 / 地、固定 / 変化、新 / 旧といった対立的な図式を前提として空間化されてきたところがあると思われる。

■対立的な〈建築〉と〈自然〉の関係

■〈建築〉と〈自然〉の新しい関係の図
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緑の少ない公園に接する敷地で,螺旋状の緑豊かな外部空間を建物ヴォリュームに巻き付けることで、
道と公園の両⽅に対して緑を開放したようなガーデニングショップを設計した。

ショップを起点に地域の住⺠が公園と街を植物で彩り、緑が拡散していく
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Project��A
公園に並⾏して家が建ち並ぶ住宅地で、複数の建物ヴォリュームを互い違いに浮かせるこ
とでできた外部空間によって、公園と街を繋ぐような役割を持った集合住宅の提案。

レベル差によって街と公園の距離を操作する 住⼾はテラスに対して⼤きく開く� 公園と同レベルの1Fテラス� 道に対して公園の⾵景を切り取ってみせるテラス�
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密集した住宅に公園が閉じ込められている

ヴォリュームの間の外部空間が街と公園を繋ぐ
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現状

提案

緑豊かな外部空間を建物ヴォリュームに巻きつけ、街と公園の両⽅に緑を⾒せる�
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道路
緑道
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で都市の騒々しさに対応する
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都内最⼤の親⽔公園の環境を取
り込むための⼤らかな外部空間
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Project��C
⾞通りが多く幅の広い道路と、静か
な公園に挟まれた敷地で垂直⽅向に
変化していく⽤途と空間的設えによ
って、⽔平⽅向に対⽴的な公園側と
道路側の空間の性質を建物が受け⼊
れるような設計を⾏った。
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アプローチ ⽊製花壇 擁壁ベンチ

緑道と街を隔てる擁壁がある場所で、近隣住⺠が緑道に対して⽇常的なふるまいが展開される
場所となるように、ベンチやプランターなどの設えを施した新たな擁壁の設計を⾏った。
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